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＇ 
巻頭エッセイ・表紙の言葉． モズに啓発された私． 前澤昭彦
ジョウビタキが私の家を訪れたのは昨年

の 10月 12日だった。いつもより 10日も

早い冬鳥の到着に気をよくしていた。私は

いつもツグミの初認日でその冬は寒い冬に

なるか、暖冬かを予測している。もう 20 

年以上この法則でその冬を予測してきた。

ジョウビタキが 10日も早くに初認日を迎

えたので、今年の冬はよほど寒いのかなと

思っていた。ッグミで記録をとっているの

で、ジョウビタキででもッグミと同じこと

がいえるのかどうか確かめてみようと考え

た。案の定今年の冬は厳しい冬だった。

このジョウビタキ、オス、かなり人をお

それない。ジョウビタキはだいたい人をあ

まり警戒しないがこの鳥は特にその傾向が

著しい。カメラを構えていると、もっと大

きく撮ってくれといわんばかりに近寄って

くる。朝はいつも洗濯竿の杭に止まって私

を待っているかのようである。 1 0月の中

旬はまだツバメも居残っており、ツバメと

ジョウビタキがその杭に入れ替わり立ち替

わり止まっていたものであった。

よし、この鳥なら、丁重におもてなしすれ

ば一冬楽しみを与えてくれるかもと思い

バードフィーダーを設置したのは 11月も

末になってからであった。それまではどうも

庭のミカンの木にあわらについたカイガラ

ムシを食べていたかに思われる。実際、カイ

ガラムシを食べているところを私は観察し

ていないが、いやにそのミカンの木の茂みに

潜んでいた。ジョウビタキはカイガラムシを

食べるのだろうか。どなたか観察記録があれ

ば教えてもらえたらと思う。

まあ、とりあえずバードフィーダーを家の

前の畑に取り付け、ミルワームを毎朝やり続

けた。こんなに人をおそれないとこれはひょ

っとすると私の手の上でえさを食べるよう

になるのではと思ったくらいである。約 1'

5メーターまで近寄るとさっと飛んでしま

うが、そう遠くまで行かない。近くの春エン

ドウ豆の柄にと父が畑に立てかけた木杭の

てっぺんに止まる。私がフィーダーから少し

離れるとまた、やってくる。こんなことを休

日に楽しみながら 20 0 3年を迎えた。
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巻頭エッセイ
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正月休みもゆっくりとこのジョウビタ

キとすごした。 3月までは楽しませてくれ

ると思っていたのもつかの間、我バードフ

ィーダーにモズが居つき始めた。初めは，

新参者らしくジョウビタキの後でお残り

頂戴といった感じでなかなか好感が持て

た。謙譲の心得のある珍しいモズだとしば

らく思っていたが、次の週の日曜には完全

に餌台を占拠してしまっていた。私が餌台

にミルワームを置くのをどこかで必ず見

ている。ジョウビタキはその後おこぼれを

頂戴するという逆転現象がいつのまにか

起こっていた。

しかし 1月15日ごろまでは，餌台はジョ

ウビタキとモズの共同使用となっていた

が、やっぱり捧猛なモズ、ある日ヒバリの

死体を片足に握り締め、モズがやってき

た。私の姿を見たモズは、獲物を地面に落

として飛び去ってしまったが，そのヒバリ

を検死してみると頭部がない。これまで、

ウグイスを襲っているモズを観察したこ

とがあるが、獲物にしてしまって，運んで

いるのを見たのがこれがはじめてである。

ちなみにモズは小鳥を襲撃した場合，たい

てい頭を先に食べるそうである。〔沢村私

信〕運良くカメラを持っていたのでこの決

定的瞬間をフィルムに収めることができ

た。

1月 13日にいつもどおりジョウビタキや

モズに遊んでもらっていると、事件が起こ

った。隣の家の屋根の棟瓦の 2メートルほ

ど上でチョウゲンボウがスズメにホバリ

ングしているのを偶然観察した。チョウゲ

ンボウが屋根のスズメにホバリング？こ

んな銀察例はない。よく見ると（裸眼）い

やに翼の下面が白い。それにチョウゲンボ

ウよりひとまわり小さい。尾羽の先端にく

つきりと黒帯がある。（この間 10秒くら

い）これはチョウゲンボウではないと一瞬

頭にひらめいた。上面の小雨覆いは明るい

赤褐色。チョウゲンボウのようにひらひろ

と飛ばない。住宅の間を戦闘機のように精

悴に飛ぶ。これはチョウゲンボウではな

い。すぐ図鑑を見る。「あああ、まさか，

ヒメチョウゲンボウ。」結局末確認に終わ

っているがヒメチョウゲンボウでしかな

いという結論に達した。こんな事件があっ

た。

話を餌台に戻すこととする。2月に入り、

もう完全に餌台をモズが占有している。ジ

ョウビタキはいつのまにか姿を消してし

まった。モズの餌食になってしまってはい

ないだろうと自分を慰めている。

3月までいっしょに仲良くやろうと思っ

ていたジョウビタキが姿を消した。原因は

モズに決まっている。よし、かすみであの

モズを捕まえて，一応大義名分をつけるた

めに環境庁の標識をはめて，捨てに行こう

かとも考えた。いわゆる捨てモズだ。と考

えたが、標識調査マニュアルでは「捕獲鳥

類は標識装着後に特に理由のない限り捕

獲地で速やかに放鳥しなければならな

い。」とある。きわめて個人的な理由で「捨

てモズ」にしてしまうのは標識調査員の資

格を失うことになるかもしれない重大違

反事項になる。まして，焼き鳥になんかし

て食しようものなら、野鳥の会永久追放に

なる。そこで諸般を慮っていやいやモズと

付き合うことにした。

私が「捨てモズ」をあきらめるとモズは

だんだんなついてきた。これまでは、餌台

から 5メートル以内に私が近づくと飛び

去っていったが，今は， 2. 5メートルまで

私が近寄ってくるのを許してくれている。

私が庭に姿を見せると、まるで巣立ち直後

の幼鳥が親に餌をねだる「羽ふるわせ」を

このモズがする。

これまでは「羽ふるわせ」はたんにヒナ

が親に餌をねだる時やコートシップの行

動様式かと考えていたが、このモズの羽ふ

るわせを銀察して、この行動は単に狭い意

味での「餌ねだり」の意味だけではないの

ではないかと思うようになった。人間に対

しても「羽ふるわせ」することはどんな行

動的意味があるのだろう。人間社会では、

単に擬人的に「ねだっている。」という捉

え方をしてしまいがちであるが，これはあ

くまでも，人間の思考過程が考えた結論で

あって，それが鳥類の行動と合致している

とはいいがたい部分がたくさんあると思

う。

この「羽ふるわせ行動」は、その鳥の欲

求が満たされそうで満たされないという

状況の時にこういった行動をするのだ
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l巻頭エッセイ・お知らせ
ろうか。それが同種間でのコートシップデ

ィスプレイ時のメスの場合（カワセミなど

でよく見られる）育雛 時期の幼鳥などで

よく見かけるがどうであろう。このモズの

おかげで色々と動物行動についても考え

をめぐらせることができた。

今日もモズが餌台で「羽ふるわせ」をし

て私を待っている。

次の私の観察課題はいつこのモズが繁殖

の旅立ちをするのかという点である。 20

年ほど前に、早春 3月 17日にもう巣の中

に孵化後 1週間ほどの 3羽雛のいる巣を見

たことがある。逆算すると 3月 10日に孵

化，2月 25,6日に産卵ということになる。

この原稿を書いている今日は2月 11日。

編集部の三村さんからの催促のメール

で今日一挙に書き上げようとしている

ところだ。そんなに早く繁殖するモズ

といわゆる「高原モズ」との関係は？

など色々と観察課題を与えてくれた今

年の私の庭の鳥たちだった。

,,:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;," 

11 
: : 

第 2回博物館シンポジュウム

ii "-'放課後博物館のすすめ～

ii 
ii これからの博物館のあり方を探るために、平塚市博物館における「放課後博物館」の考
; : 
Hえ方と活動を紹介します。また、嬉野町が現在実施している町史（自然編）にともなう調
!1査の概要などを報告します。

日時： 2003年 3月9日（日）午後 1時.--..,5時

会場：中川コミュニテイセンター（嬉野町中川 92 7 TE  L0598-42-5574) 

駐車場あり 近鉄中川駅から徒歩5分

主催：嬉野町・嬉野教育委員会・自然系博物館をつくる会

共催：日本野鳥の会三重県支部

後援：自然観察指導員三重連絡会

問い合わせ：嬉野町史編纂室 0598-42-4073 

川北均（県環境部） 059-224-2574 

入場無料（申し込み不要、当日ご参加ください）

プログラム

①あいさつ 1時～

②報告「嬉野町の自然• 生きものを語る」 1時20分～
休憩

③講演「放課後博物館のすすめ～平塚市博物館の経験から～」

④総合討論 4時～

閉会 5時

●しろちどり 38号● -3-
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支部活動の記録

録 (12月,.,_,1月）

2 0 0 2年度第 3回理事会開催

支部報「しろちどり」第 37号

亀山市中央公民館が催す講座へ講師派遣

1 2・2 2 第 10回野鳥密猟問題シンポジュウムヘ保護部長他 1名参加

2 0 0 3年

1• 5 
1・1 5 

1• 1 5 
1・2 0 

保護部会

県委託ガン・カモ類一斉調査（研究部）

県中勢用水・環境部へ支部長・事務局長挨拶回り

（有）ゼロヘ情報誌「シンプル」について申し入れ（事務局）

------

事務局まとめ

これからの活動 (2月~3月）

2・ 支部報「しろちどり」第 38 号発行• 発送作業
2・ 1 ~ 3 第 16回バードウオッチング案内人研修会へ2名参加
2・16 2002年度第4回理事会

2 2 0 0 2年度県委託調査事業の報告書作成・提出（研究部・南勢地区）

2 来年度の活動計画立案作業

3・ 9 第2回博物館シンポジュウム～放課後博物館のすすめ～

3 • シロチドリ保護活動

第10回野鳥密猟問題シンポジュウム

テーマ「密猟鳥の行方～私たちにできること～」報告
西村 泉

＾ 
2 0 0 2年 12月22日・ 23日、第 10回野鳥密猟問題シンポジュウムが、東京で開催さ

れた。環境省をはじめ各都道府県の関係者、野鳥の会各支部、関連団体など約 12 0名が参加

した。

はじめに、日本野鳥の会の小杉会長が、 10年前に40年来の悲願であったカスミ網の販売・

所持が禁止になったことを振り返りつつ、現在では中国から数多くの野鳥を輸入・販売してい

る状況を憂慮し、野鳥保護に全力を尽くしたいと話された。

日本野鳥の会保護室から「バードウィーク全国一斉野鳥販売実態調査20 0 2の結果」が発

表された。調査は、全国 38都道府県 17 5名より、 48. 2店舗について行なわれた。 この

内、野鳥を販売していたのは 25 5店舗で、報告された野鳥は35 6種 (5, 259羽）であ

った。日本産と同種の鳥 94種2, 7 8 6羽のなかで圧倒的に多く販売されていたのは、メジ

ロ、ホオジロ、オオルリ、ヤマガラだった。ペットショップで売られる野鳥には、「鳥獣輸入証

明書」なる書類が添付されているが、これは任意団体が発行したもので、法的な根拠はないと

しヽう。

日本にはメジロの美声を競わせる「鳴き合わせ会」があり、これに国産メジロを輸入メジロ

と偽って、 1人2羽以上の国産メジロの違法飼養が絶えず、愛玩飼養制度が違法行為の隠れ蓑

に使われているという。

また、「種の保存法」の国内希少野生動植物としてオオタカなど日本産の鳥類と同種も販売さ

れており、国外産の亜種については規制がないため違法ではないが、日本での外国産鳥類の飼

●しろちどり 38号● -4-



支部活動のページ

養が、外国の野鳥の乱獲で生息を圧迫し、それが逃げ出した場合、生態系に悪影響を与

える「外来種問題」を引き起こすおそれがあると指摘した。

今後の対策として、愛玩飼養制度の廃止、種の保存法の国内希少野生動物は同種の輸

入を禁止すべき等を含めた6項目を提言した。

山階鳥類研究所の茂田氏は、輸入証明書のついた外国産の鳥と、日本産との識別法が

確立されれば、輸入の真偽の確認が可能となり、違法飼養・捕獲を防止する有効な対策

になるとして、識別鑑定の最前線を報告した。

獣医師の中野氏は、猛禽類の販売状況について独自で調査を行い結果を発表した。中

野氏によると、近年ハリーポッターや鷹匠ブームの影響で若年層を中心に需要が高まり、

フクロウ、オオタカの輸入販売が増加傾向にあるという。

さらに、作家の遠藤氏は、驚くべき中国の野鳥市場と輸出の実態を報告した。（詳しく

は、遠藤公男著「野鳥売買ーメジロたちの悲劇ー」講談社をご覧になってください。）

他に支部からは違法な飼養や捕獲の摘発事例が紹介され、その摘発のポイントとして、

全国野鳥密猟対策連絡会の事務局長である中村氏は、違法性99%のみに絞り証拠を提

供し、いかに正確に警察・行政を動かせるかにあると指摘した。

また、環境省は、鳥獣保護法改正と中国からの輸入規制について説明し、来年度の予

算に野鳥の流通・利用実態に関する調査費が盛り込まれたと報告した。

このあと、発表者と参加者が自由に活発な意見交換が行なわれた。参加者から輸入鳥

に対する足輪装着の義務付けについて質問が集中したが、遅ればせながら環境省は来年

度の予算のなかで、足輪装着の可能性を検討すると明言した。

まとめとして日本野鳥の会保護室の小南氏は、飼い鳥のための密猟ゼロに向けて、輸

入規制の強化、流通管理、取り締まりにおける NGOと行政との連携、専門性の確保、普

及・啓発などの世論づくりなど 5項目を重点的に取り組むべきだと提案した。

最後に、野鳥密猟を根絶するため、参加者一同さらに力を注いでいくことを決議して

閉会となった。

※野鳥の飼養・販売・輸入の問題点

現在、すべての日本の野鳥は、国内の法律「鳥獣保護及狩猟二関スル法律」に

おいては、勝手に捕獲したり、販売したり、愛玩飼養する（ペットとして飼う）

ことが原則的に禁じられている。ただし、メジロ、ホオジロについては 1世帯あ

たり 1羽まで飼ってよいとする愛玩飼養制度が存在する。

また、外国から輸入された野鳥の販売・飼養については、特別に定める種類以

外は規制がない。そのため、オウム類などの外国産の野鳥をはじめ、日本に生息

する野鳥と同じ種類の野鳥も多数、輸入され販売されている。この野鳥の輸入が

様々な問題を引き起こしている。

* 2月 9日の夕方、 NHKのニュースでメジロの鳴き合わせ会の様子が放映された
ことについて、三重県支部は「鳥獣保護及び狩猟二関スル法律」に違反しているお

それがあり、違法行為を助長させるとしてNHKに対し強く抗議しました。

＊ 野鳥の密猟摘発にご協力ください。
これから野鳥の繁殖期に入るため、密猟行為などが活発になってきます。

あっ密猟！と思ったら、少し離れた場所から警察へ「 11 0番」して、その場所を

詳しく伝えてください。（その際、本人を決して刺激しないようにしてください。）

また、野鳥の違法飼育や違法販売に関する情報もお寄せください。

三重県支部事務局 TEL 090-1566-6010 

密猟 11 0番 http://www. tatsutomi. co. jp/mittairen/ 
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支部活動のページl
理事会つうしん

く 20 0 2年度第 3回理事会の主な内容＞

日時： 2 0 0 2年 12月 2日 （日）

場所：津市総合文化センタニ（男女共同参画センター）にて 1 1名出席

1. 提案・協議事項

●編集部

① 「しろちどり」における新入会員の紹介は、名前と地区だけを記載する。

②広報活動の一環として「しろちどり」を県立図書館に置く。

③報告「しろちどり」の発行と予定

●企画部

①販売事業について

運営面で無理のない程度で継続する。

②室内例会（地区）

開催したい地区は支部長が出向いてはどうか。

総会の後は親睦会（全体は年 1回）野鳥講座は夏に開催してはどうか。

●保護部

① 北勢地区開発問題 調査を続けて、猛禽類の専門家に相談する。

② 安濃町溜池改修問題 解決

③ 木曽岬干拓地問題

フォーラムを開催した。今後の方向を決めて取り組む必要がある。

●中部ブロック会議

2 0 0 3年 6月 14日,..._,1 5日 菰野町

北勢地区を中心に運営

●事務局

①緑のネットワークみえ・自然環境創造協会への入会について

様子をみて検討する。

②拡大生産者とデポジット制度導入を求める国会請願団体署名運動署名に参加する。

③ 「鳥獣保護及び狩猟の適正化に関する法律施行規則（案）」に対する意見募集

環境省へ意見書を提出する。

④ 2 0 0 3年度からの活動方針について

来年度総会で検討してもらう。

⑤バードウオッチング案内人研修会（本部企画）への参加について

支部から派遣するかたちで、支部から交通費・研修費を全額補助する。

年 2名程度 伝達講習を行なうことが条件

2. 報告・連絡

◆ 腕章・チェックリストの作成、管理について

各地区 10枚づつ用意 探鳥会の担当者に配布 地区長が把握・管理

◆ 第 10回野鳥密猟問題シンポジュウム in東京・ 20 0 2への参加

◆ 「自然公園条例の改正」について意見募集

◆ 県・第 6回獣害対策学習会について

◆ その他

※ お詫び・訂正します。

ご案内の探鳥会の開催曜日が間違っていました。

正しくは、 3月8日（土）宮リバ-公園探鳥会 です。

●しろちどり 38号● -6-
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志原川探鳥会（続き）

熊澤英樹

中井氏の誘導でふたたび集合場所へ向う。

集合場所の近くの電線にムクドリが 20羽

止まっている。よっぽど栄養が良いのか、

他で見るムクドリより太い。飛べるのかと

疑いたくなるほど。年配の方と勝手に、あ

れはイシヅカ、あれはマツムラ、その次は

イジュウインあれはパパイヤなど、話して

いるとクマザワもおるぞ「クマムクドリや、

どや」と松阪弁、ひげが笑っている。あー

ぁ、新種作ってしまった。もっと多くの鳥

が出たが文中割愛させていただいた。この

日、出たのは次の通りである。

チョウゲンボウ、スズメ、ムクドリ、ヒ

ヨドリ、 Jビクキ、ホオジロ、ビンズイ、タヒ

バリ、カワセミ、カワラヒワ、ウグイス、

キジバト、トビ、ノスリ、ハヤブサ、イソヒ

ヨドリ、キセキレイ、ハクセキレイ、クイナ、

ハシブトガラス、ハシボソガラス、コサギ、

アオサギ、ヒバリ。 29種であった。この他

中井氏から送られて来た過去に見られた鳥

の種類はものすごく 18 0種近く上げられ

る。

しかし、何か足りない。以前河口近くで

見掛けた（志原川ビューティ、勝手に名前

付けている。）河口からガサガサして出合っ

た極めてコンディションの良い雌のオオタ

カである。他の参加者と再会を約束し別れ

を告げる。

直後、中井氏が昼食後残って欲しいとの

こと、谷本氏と 3人で昼食に行く、その後、

中井氏の同僚の方も合流される。この方は

役場の職員の方で志原川の環境保全の運動

をされている。志原川の別の所へ案内して

いただく。そこにあったのはまさしく絶滅

を危惧される木製の和船である。この舟で

川へ出る。準備を始め、同僚の方に船頭さん

をして頂いて船出ししてすぐにあの青いキ

ラキラしたカワセミの乱舞である。曇り空

と枯れススキのバックで飛ぶカワセミも華

麗である。

先の「いったい、どうなってしまうの

か？」の続きであるが、まず、河口部では

あるが、熊野灘の荒波によってこぶし大の

石ころが河口部に巻き上げられ、これが自

●しろちどり 38号●

然の波の力で積みあがって現在の状態であ

る。

こんな河口、日本でここだけ？それとも

世界で？かな。

そのすぐ上流は、ブッシュと立ち木であ

り、上流に向って広がっているというよう

な特殊な形である。一番広い所で200m

ぐらい、中州があり、中州で農業がごく最

近まで行われていたとのこと。中朴1と左岸

は素晴らしいアシ原が広がっている、そし

て、ハマナツメのたもとへ出る。この間約

s-o Omこんな川、日本中どこにも無い。
この）IIを中心とした自然と人々の共存も素
晴らしい。これからのこの川の持つ危険性

は、県が高潮の時に海水が逆流する為に 2

00億もする不粋な箱型の人口干潟を作ろ

うとしている。（ボックスカルバートと言

う）。

大型ポンプ2基で済むはずであるが (1

基 19億円ぐらいだったかな。）

ボックスカルバートで生態系も狂うかも

知れない。

この舟で素晴らしいことが二つ、マスタ

ーが極めて舟扱いが上手で船頭さんもビッ

クリである。そして、ついに出たオオタカ

の志原川ビューティである。マスターいわ

く一度に 5種も猛禽が出る所は無い、と。

高さは少し高かったがまさしくオオタカの

羽ばたきである。川の中で出た鳥は次の通

りである。

バン、カイツブリ、カワウ、マガモ、コ

ガモ、オオタカ、イカルチドリ、ツバメ、

イワツバメ、カワセミ、

私達が今日の業を終わるのを待っていた

かのように、空は降り出した。

中井氏と船頭さんにお先にと別れを告

げ、今日の出会いに感謝しながら、自然と

ロに出たエニーグレースを口ずさみ帰路に

着いた小生であった。

次回は谷本氏と船頭さんが船に乗せてく

れるそうです。少し遠いけど行くだけの価

値はある所だと思います。次回は自称研究

部員で出現するつもりです。

スカイウォーカー熊澤英樹でした。

-7-
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父さんのジョウビタキ
松島雅之

何時の頃からかよく分からないが、秋も深

まる頃になると決まって我が家を訪れる鳥

がいる。その名前がジョウビタキであること

を知ったのは私が日本野鳥の会に入会した

ここ二年ほど前のこと、そしてその姿の可愛

らしさはたちまち私を夢中にさせてしまっ

た。

ところが、私の家族にとって彼女の評判は

あまりかんばしくないようだ、はっきり言っ

て嫌われものと言っても過言ではない。

庭に有る紫色のヤマゴボウの実をタラフ

ク食べた彼女は必ず洗濯物のバスタオルの

上で休憩、そして駐車場の車のミラー相手に

一暴れ。その後は決まって「父さんのジョウ

ビタキが私のバスタオルに．．．」「父さん

のジョウビタキが洗車したばかりの僕の車

に．．．」と言うわけである。

しかし今年は少し状況が違っているよう

だ、この夏から北海道に単身赴任している私

の所に第一報が着いたのは 11月 1日「父さ

んのジョウビタキがやってきたよ」、二、三

日姿を見ないと「隣のネコにやられてしまっ

たのでは」と大騒ぎ、挙句の果てには餌台ま

で作ってしまうほどすっかりアイドルにな

ってしまっている。突然離れて生活すること

になった家族の間を行き来する彼女、目頭に

熱しヽものが・・・・。

＾ 

みむ一の中国通信 (7)
三村祥子

（山田昭子）

ニーメンハオ！

みむーです。上海も春節（旧正月）を迎え、

新しい年が始まりました。

中国は旧正月を採用しているのでクリス

マスが終わった後も 1ヶ月位はそのままク

リスマスツリーなど飾ったままです。その

後、徐々に春節に移っていくのです。今年の

春節は 2月 1日でした。そのため 1月の士日

のスーパーマーケットはバーゲンやら春節

の準備（縁起飾り物）で超満員でした。 1月

はさしずめ師走といったところでしょう

か？

ところで、 20 0 8年には北京でオリンピ

ックが、 20 1 0年には上海で万博が開かれ

ます。民俗学者の柳田国男が「中国は地形が

単調だから散歩に向かないので人工の庭園

を作る」と言ったそうですが、私が中国に来

てからでも『飛躍地発展』のスローガンの下、

街の風景がどんどん変わっています。

『中国のトイレ』と言えばご存知の方もい

らっしゃると思いますが、最近のトイレはこ

ちらの方もかなり改善されてホテルの五つ

星のようにランク分けされているものも登

場。星 5つともなると入口には売店や休憩

所、軽食コーナーなども完備されています。

しかし中心部を離れると扉のないものや目

と目が合うもの等昔からのものに出くわす

と少々辛いものがありますね。

ちなみに上海は人口 12 0 0万人以上、面

積は群馬県とほぼ同じです。中心地に近いと

ころに住んでいる私の周りでは都市化が進

み、とても鳥の住める環境ではありません。

公園があったとしても芝生ばかりで木が無

く鳥を見かけませんでした。スズメさえ探す

のに苦労します。もっと鳥について書きたか

ったのですが期待に添えなかったのが残念

です。

この中国通信も今回で最終回となりまし

た。長い間稚拙な文章にお付き合いいただき

ありがとうございました。

謝謝再見！！！
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● 木曾岬干拓地探鳥会（木曾岬町）

日時： 10月 27日（日） 9 : 00'"'-'12 : 00 

担 当：村田芳雄・近藤義孝

参加者： 17名

観察種：ムクドリ、 Iヽクセキレイ、 ゾ3りピタキ、 ハイタカ、

）スリ、トビ、キセキレイ、 アオサキ`、 カリウ、 ク‘イサキ`、 コサ
キ‘、ハヤ7''サ、 スス,,)、 モス`、 ミサゴ、カルがモ、 訪 Iヽヅ

n、ユリカモメ、 タシキ`、 クナシキ`、 アマツIヽ`メ、 ケリ、 イゾ

シキ｀、カイツ7•リ、ヒドリカ、モ、カリセミ、 卜• Iヽ 卜`、キシ‘、

t1ヽ、リ、セク.flセキレイ、キヅ Iヽ 卜`、コがモ、チ3りゲン加

ゥ、 クゲリ、 Iヽシ加ゾカ`うス、 ヒヨト、り、 ハシ7・ トがうス、

がv・11、カリうヒり、 シゾュウカラ、 ウミネコ
計 41種

● 松阪森林公園探鳥会（松阪市）

日時： 11月 15日（金） 9 : 30,,.._,12 : 00 

担 当：宮田たっ：水森和子

参加者： 16名（会員 13名 会員外 3名）

観察種：ツク‘ミ、 アオヅ、 ハシ加ゾカ、ラス、 ゾョウビ

タキ、 カケス、 ヒ］ドリ、 エナカ`、 カリうヒり、 コカ`モ、 シシベ
ュウカう、 メシ,,p、ヤマカ‘う、 キセキレイ、 ウク‘イス、 キシ,Iヽ‘

卜

計 15種

コメント

途中、自然所薯掘りをして見える方と

出会った。

● 県民の森探鳥会（菰野町）

日時： 11月 23日（土） 9 : 30-12 : 05 

担当：矢田英史・高和義

参加者： 25名

観察種：アカゲう、ゾョウビクキ、ホオゾn、t3ドリ、

灼,ll、モス`、 アオゾ、 エナが、 シゾュウカう、 切、
カリうヒリ、 シll/ヽう、 キシ,,Iヽ`卜、 トビ、 ウクャイス、 カケス、

コケ`ぅ、 ツク→ ミ、 カラス (SP)、卜,Iヽ`ト

計 20種

コ｝ント

・見事な紅葉が素晴らしい

・自宅の庭で今年コゲラが巣立ったとい

う話があった。

●五十鈴川探鳥会（伊勢市）

日時： 11月 23日（土） 9:00,..._,11: 30 

担当：山田昭子・林淳子

参加者： 25名（会員 16名 会員外 9名）

●しろちどり 38号● ― 9一

観察種：ツクャミ、 シ0/ヽう、 アオサキ`、 モス`、 ホオヅn、

t3卜`リ、 ヤマカ`ラ、 イゾシキ`、 ビンス`ィ、 イカル、 セク‘
nセキレイ、 イカルチドリ、 タヒIヽ`リ、 Iヽシホ,,'}カ→ラス、 キセキ

レイ、 カルカ`モ、 ウク`イス、 Iヽ'IT'トカ、ラス、 カリウ、 カリセ
ミ、 メシ,,0、コサキ`、 キシ• Iヽ`卜、 カリうヒリ、 ムクドリ、

カリラバト、

計 27種

コれント

初心者対象の探鳥会だったので、マンツ

ーマンで指導ができ、丁寧な観察会ができ

た

● 木曾岬干拓地探鳥会（木曾岬町）

日時： 11月 24日（日） 9 : 00"'--'12 : 00 

担 当：村田芳雄・近藤義孝

参加者： 14名

観察種：コがモ、キヅバト、ツク` ミ、ムクドリ、

ハクセキレイ、 ヒドリカ、モ、 イゾシが、 ヅョウビクキ、 チュり

ヒ、 オカ］シカ`モ、 ホシIヽシ,ll、コサキャ、 カルカ`モ、 キンクn

Iヽシ''p、アオシ`、 ユリカモ｝、 カリり、 Iヽ1/7''トカ`うス、 スス`

}、 Iヽシホ`ゾカャラス、 チョウケ`ンホ`ウ、 アオサキ`、 クサシキ‘、

モス`、 ホオ1/,ll、がイサキさ、 ミサゴ、 オオカうモス`、キシ`、

ケリ、 カイツ7、リ、 クシキ`、 タゲリ、 ｝ゾn、ヒ］ドリ、

タヒバリ、 オナが力`モ、 ウク→イス、 カリうヒリ、 セッカ、 ヒIヽ‘

リ、カリセミ、 ドバト、 卜t"

計 44種

● 斎宮池探鳥会（明和町）

日時： 12月 7日（土） 9:30"'--'11 : 00 

担当：西村泉

参加者： 9名（会員）

観察種：イカル、シロハう、アオゾ、 ウク`イス、カイツアリ、

メシ,,ll、ヒョドリ、 ツク`ミ、 エナカ‘、 アオサキゞ、 力りうヒリ、

キシ,,Iゞ卜、 ヤマカ`ぅ、 ヒト、リカ、モ、ルリビクキ、 ホオシ,,ll、

コケ`う、 シ‘ョウヒ`タキ、 Iヽシホ,'}カ、ラス、 Iヽ1/7"トカ、ラス

計 20種

コメント

小雨が降り出したので早めに切り上げ

たが、落ち葉を踏みしめながらの探鳥はの

んびり楽しんでいただけたのではないか

なと思います。

● 真泥池探鳥会（大山田村）

日時： 12月 8日（日） 10:00,-,,.,12:00 

担 当：谷本勢津雄・塗矢博一

参加者： 6名（会員 4名 会員外 2名）

観察種：クサシキ` 、 セク、ロセキレイ、 ハクセキレイ、 キセキレ

／ 
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ィ、 カリセミ、 イカルチドリ、 ホオゾn、カルがモ、 マがモ、

Iヽシアトがラス、 ヤマがラ、 カリり、 カイツブリ、 ツク，，ミ、

キンクll/ヽ1/• ll、コゲう、 エナカ`、 メヅn、アオゾ、 ヅョ

ゥピタキ、 シIllヽう、 ヒョドリ、 トラック‘ミ、 力りうヒリ、 ウク‘

イス、 スス、メ、 シヅュウカラ、 キシ`バト、 ヒカ`ぅ、

計 29種

コメント

真泥池のカモが他の池の方へいってい

る。金網の張るのが遅くて村の鳥のオシド

リが来るのはいつのことやら。

この場所でトラッグミは初でした。

＾ 

＾ 

●穴川探鳥会（磯部町）

日時： 12月 8日（日） 9 : 30,--..,12 : 00 

担当：今村禎・ 林淳子

参加者： 26名（会員 23名 会員外 3名）

銀察種：ゾョウピタキ、カリラtリ、 ヒョドリ、イゾヒヨト‘
リ、 ツク`ミ、 ヒト、リカ`モ、 クヒIヽさリ、 ］シカ`モ、 アオシ‘、

ホオシ、口、 スス`メ、 メ;;''p、アオサキさ、 ミサコ`、 力りセミ、

ムクドリ、 ウク`イス、 チュウヒ、 トビ、 キンクPlヽシ,,p、カイ

ツJ"リ、 ハシホ`ゾカ、ラス、 ク`イサキ`、 マカ`モ、 カリり、 カ
ルがモ、 バン、 オナががモ、 セク,,pセキレイ、 コカ`モ、 イ

ゾシキ‘、 キゾ Iヽ`卜、 モスさ、 力りうバト、 ハヤJ''サ

計 35種

コメント

天気は曇りで風がなかったため、思った

より寒くなく探鳥会ができました。大きな

ボラをつかんで飛んでいくミサゴから始

まり、ツグミをはじめとする冬鳥、養魚池

のカモ類、最後にはチュウヒやハヤブサま

で観察することができて良かったと思い

ます。

●木曽岬干拓地探鳥会（木曽岬町）

日時： 12月22(日） 9 : 00"-'12 : 00 

担 当：村田芳雄・近藤義孝

参加者： 23名

観察種：ハヤ7冴、 ハシ加ゾがうス、 ）スリ、 アオナが、

カルカ`モ、 オカヨシカ`モ、 ホシハシ''p、ユリカモメ、 キンクl1Iヽシ''p、

タさイサキ`、 コチョウケ`ンホ‘り、 ミサコ‘、 チュウヒ、 コカ、モ、 Iヽ

クセキレイ、 卜,,Iヽ‘卜、 ヒIヽ`リ、 タケ`リ、 ツク‘ミ、 トビカリうt

リ、 ハイイnチュウt、キシ`、 ヒト、リカ`モ、 デイサキ`、
アオシ‘、 オオカラモス`、 ウク‘イス、 ヒヨドリ、 ゾョりヒ`タキ、

モス‘、 ケリ、 カリウ、 セク,ilセキレイ、 ハシヒ''p力`モ、 タシキ‘、

クサシキ‘‘、 イヅシキ`、 シシ`ュウカラ、 ｝シ,il、Aクト`リ、 夕t,ヽ‘
リ、 ハシ7''トカ`ラス、 スス`メ、 キシ,,Iヽ`卜、 オオシ`ュリン

計 46種

II コメント

"11""""511 

オオカラモズとかハイイロチュウヒと

か珍しい鳥が見られることがあります。他の

猛禽類も出ているので見にきてください。

●安濃ダム探鳥会（安濃町）

日時： 12月23日（月） 10 : 00,....,12 : 00 

担 当：平井正志• 岡八智子
参加者： 37名

観察種：キセキレイ、イゾヒヨドリ、シヅュウカラ、カリセミ、

クマクカ、 カリがうス、 モス‘、 I¥,, ニマシコ、 ホオVu、オシト‘

リ、カリウ、 セク.pセキレイ、 マがモ、 ヅョりピタキ、 カラス

類

計 15種

コメント

ダムでオシドリを見たあと、上流の「落合

の郷」へ移動、場違いなイソヒヨドリに遭遇、

クマタカのつがいが上空を舞った。クマタカ

は何度も現れ、斜面の木に止まり、全員でク

マタカを堪能することができた。散会後、湖

水荘で交流会を兼ねた食事、その後有志で安

濃川の現状を見た。

●員弁川探鳥会（員弁町）

日時： 1月 11日（土） 9 : 30"-'12 : 00 

担 当：近藤義孝・村田芳雄

参加者： 20名（会員 14名 会員外 6名）

観察種：カイツアリ、 カリウ、 アオサキ`、 オオタカ、 ケリ、

クゲリ、 クナシキ`、 イヅシキ`、 キゾ Iヽ`卜、 カリセミ、 ヒIヽ‘

リ、 キセキレイ、 Iヽクセキレイ、 セク,,pセキレイ、 ヒョドリ、 モズ、

シ`ョウヒ`クキ、 シPlヽう、 ツがミ、 エナが、 1/1/. ュりカラ、

がv・p、ホオv''p、カシラが力、 アオゾ、 カリラヒり、 へ‘ニ
マシコ、 イカル、 スス`｝、 Aクドリ、 Iヽシ加ゾカャラス、Iヽv7'
トカ、ラス

計 32種

コルト
毎日、見ているフィールドだけど、そんな

に種類は観察できないのではないかと心配

していました。

しかし、 20人の人に参加してもらうと眼
も多くなり、 32種類も観察できました。員

弁川では比較的よく見られる河岸林は上流

から河口までの緑の回廊として大切なもの

なのかと思いました。
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お知らせ・編集隻記l

イベント惰報

＊三重県内でネイチャークラフトやそれ以外の自然体験の指導を実際に行なっている方を

対象に、ネイチャークラフトを教えるポイントやコツについて、長野修一氏を講師にお迎

えし、講演会や講義等を行います。

内 容： 講演会（テーマ「くらしの中のネイチャークラフト」）と交流会

日時： H 1 5年 3月 14日（金） 19:00~20:30 

場所： 奥伊勢フォレストピア 宮）fl山荘 多気郡宮）I/村大字薗99 3 

申し込み：不要 参加費：無料 TEL 05987-6-1200 

主催： 三重県 共催：奥伊勢フォレストピア

＊楽しくエコクッキングしましょう！

環境に配慮し、食材の購入時から料理方法、そして、エネルギーを大切にすること、水を

汚さないこと、ゴミを減らすこと・.. そんなことを当たり前に取り入れながら、地球に

やさしく、毎日、おいしく料理を作りましょう。

メニュー：豪華にパーティー風

海苔巻ビビンバ・ピーマン前菜風サラダ ・ほうれん草のキッシュ ・ーロケーキ

日時： H 1 5年3月 26日（水） 10:00~12:00 

場 所： 三重県環境学習情報センター内

定員： 3 0名（小学校4年生以上～大人まで）
参加費： 1人500円（材料費のみ）

講師： 四日市ヘルスメイト

持ち物： エプロン・三角巾• お箸・入れ物

/切り： 3月 19日（水）申し込み順優先

申し込み：三重県環境学習情報センター 〒512-1211四日市市桜町3690-1

主 催：三重県環境学習情報センター TEL 0593-29-2000・ fax 0593-29-2909 

＾ 

＾ 
欄集懺記
家のベランダの前に池がある。結構大きな

池だが、団地の中で周囲に遊歩道があるせい

か、時々、マガモやカイップリが混じること

はあるが、目につくのは大抵はカルガモばか

りである。

このベランダ下の土手の周辺をテリトリー

にしているジョウビタキがいる。広辞苑よる

と、ジョウビタキは人を恐れないで近くに来
るので、別名バカビタキとあった。いつも綺

麗な姿を見せ、心和ませてくれるのにもう少

し、ま しな名前はなかったのかと思う。

M ・M 
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